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<  > 発話がその前後より遅くなっている部分
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日常的実践を組織する能力とその評価
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Abstract: This paper, based on the microanalysis of a video-taped interaction between an inter-
national graduate student and her academic supervisor in a science lab at a Japanese university, 
demonstrates how cognitive activities such as counting and mutual understanding are socially 
organized. The paper also discusses the issue of how we should evaluate second-language speak-
ers’ competence in organizing daily activities on the basis of recent ‘can-do statement’ move-
ments in Europe and Japan.
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領域指定型共同研究プロジェクト
「日本語を母語あるいは第二言語とする者による相互行為に関する総合的研究」
プロジェクトリーダー　柳町智治（北星学園大学 文学部 教授）
プロジェクトの概要
言語を使用して会話するというのは，発話者だけの問題ではない。むしろ，会話の話し手
と聞き手の双方が，自らの「参加」の仕方を文脈に敏感な形で調整しながら会話を組織化し
ている。また，言語とはそれ自体として孤立して用いられているのではなく，常に実践に埋
め込まれており，そこでは，言語だけでなく，環境中のさまざまなリソース（人工物等）も
実践の組織に関わっている。相互行為という分析の枠組みは，これまでの「個人の間で情報
やメッセージがやりとりされる」という「伝達モデル」とは異なるコミュニケーション観を
我々に提示する。本プロジェクトでは，このような立場から，日本語を母語あるいは第二言
語とする者が日常生活のさまざまな場面において他者や環境とやりとりしながら実践を行っ
ている様子をビデオデータと文字化データをもとに微視的に分析し，理論的考察および教育
現場への具体的提言を行う。
